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は
じ
め
に 

〜
中
条
家
文
書
に
つ
い
て
〜 

  

当
館
所
蔵
・
中
条
家
文
書
は
、
米
沢
藩
家
老
中
条
家
に
伝
わ
り
、
昭
和
47
年
、
米
沢
市
の

中
条
敦
氏
か
ら
本
学
に
譲
与
さ
れ
た
古
文
書
群
で
す
。平
成
４
年
に
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、233
点

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
条
氏
は
相
模
国
（
神
奈
川
県
）
三
浦
半
島
を
本
拠
と
す
る
三
浦
和
田
氏
を
先
祖
に
持
ち
、

鎌
倉
時
代
中
期
の
建
治
年
間
に
越
後

え
ち
ご
の

国く
に

奥お
く

山
荘

や
ま
の
し
ょ
う

（
新
潟
県
胎
内
市
）
に
土
着
し
、
中
条
・

北
条

き
た
じ
ょ
う

（
黒
川
）・
南
条
（
関
沢
）
の
三
氏
に
分
立
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鎌
倉
時
代
よ
り

連
綿
と
続
く
名
族
で
あ
り
、
本
文
書
に
は
源
頼
朝
・
新
田
義
貞
・
上
杉
謙
信
・
直
江
兼
続
（
2009

年
大
河
ド
ラ
マ
主
人
公
）
ら
歴
史
上
の
有
名
人
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
土
地
の
境
界
争
い
を
一
族
の
内
外
で
繰
り
広
げ
る
中
で
、
豊
富
な
荘
園
関
係
史
料
が

残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
良
質
の
史
料
を
伝
え
る
奥
山
荘
は
全
国
の
研
究
者
か
ら
注
目

さ
れ
、
本
文
書
を
素
材
と
し
て
、
多
く
の
著
名
な
研
究
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
中
条
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
の
中
に
は
、
明
治
以
降
分
散
し
た
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
内
主
な
も
の
は
「
越
後
文
書
宝
翰
集

え
ち
ご
も
ん
じ
ょ
ほ
う
か
ん
し
ゅ
う

」
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
新
潟
県
立
歴
史
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
平
成
５
年
以
来
、
15
年
ぶ
り
と
な
る
中
条
家
文
書
の
一
般
公
開
と
な
り
ま
す
。
県

民
の
皆
様
に
貴
重
な
史
料
を
直
に
見
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
生
の
歴
史
の
面
白
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
展
示
を
心
が
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
最
後
ま
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

中
条
氏
の
歴
史
①
鎌
倉
時
代 

  

中
条
氏
は
、
源
頼
朝
旗
揚
げ
に
参
加
し
て
活
躍
し
た
三
浦
和
田
氏
を
出
自
と
し
、
鎌
倉
幕

府
で
初
代
侍
所
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
実
力
者
・
和
田

わ

だ

義よ
し

盛も
り

の
弟
・
和
田
宗

わ
だ
む
ね

実ざ
ね

を
始
祖
と
し
て

い
ま
す
。
宗
実
は
鎌
倉
幕
府
成
立
と
同
時
に
越
後
国
奥
山
荘
の
地
頭
職
を
得
ま
す
（
史
料
①

）

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
源
義
仲
追
討
の
恩
賞
と
し
て
そ
の
地
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
後
、
宗
実
は
所
領
を
猶
子
・
高
井

た
か
い

時と
き

茂も
ち

に
譲
与
し
ま
す
（
史
料
③

）。
や
が
て
、
三
浦

和
田
氏
は
北
条
氏
と
対
立
し
、
建
暦
２
年
（

1213
）
の
和
田
合
戦
と
、
宝
治
元
年
（

1247
）
の
宝

治
合
戦
で
一
族
滅
亡
に
近
い
状
態
と
な
る
も
の
の
、
時
茂
は
両
度
の
合
戦
で
幕
府
方
に
つ
き
、

所
領
を
守
り
ま
し
た
。 

 

時
茂
の
子
は
早
世
し
た
と
見
ら
れ
、
建
治
３
年
（
1277
）、
彼
は
三
人
の
孫
に
所
領
を
譲
与
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
嫡
孫
茂
連

も
ち
つ
ら

に
は
奥
山
荘
中
条
、
茂も

ち

長な
が

に
は
北
条

き
た
じ
ょ
う

、
義
基

よ
し
も
と

に
は
南
条
の
地

を
分
け
与
え
ま
す
（
史
料
④
・
地

図
参
照
。
「
条
」
は
こ
の
地
方
の
こ
と
ば
で
村
の
集
ま
り
を

指
す
）。 

 

し
か
し
、
こ
の
建
治
分
与
に
不
満
を
持
っ
た
時
茂
の
娘
・
尼
意
阿

い

あ

は
３
人
の
甥
を
相
手
取

り
訴
訟
を
起
こ
し
ま
す
。
１
回
目
の
訴
訟
を
あ
え
な
く
棄
却
さ
れ
た
意
阿
は
、
幕
府
に
再
審

査
を
請
求
し
、
こ
の
２
回
目
の
訴
訟
で
は
茂
連
が
意
阿
に
味
方
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
敗

訴
に
な
っ
た
茂
連
の
所
領
は
幕
府
に
収
公
（
没
収
）
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
茂
連
の
子
・
茂
明
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
３
回
目
の
訴
訟
に
訴
え
、
所
領
の
多
く
を
回
復

し
ま
す
（
史
料
⑤

）
が
、
茂
明
が
北
条
時
村
暗
殺
事
件
の
実
行
犯
と
な
っ
た
た
め
、
所
領
は

再
度
収
公
さ
れ
ま
す
。 
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こ
う
し
て
中
条
氏
は
滅
亡
の
危
機
を
迎
え
、
雌
伏
の
時
期
を
過
ご
し
ま
す
が
、
亡
き
茂
連

の
妻
・
尼
道ど

う

信し
ん

は
北
条
氏
（
得
宗
）
を
相
手
取
り
、
訴
訟
を
起
こ
し
て
所
領
の
一
部
返
還
を

認
め
さ
せ
て
い
ま
す
（
史
料
⑥

）。 

 

史
料
①
鎌
倉
将
軍
（
源
頼
朝
）
家
政
所
下
文

ま
ん
ど
こ
ろ
く
だ
し
ぶ
み 

建
久
３
年(

1192)

10
月
21
日 

 

源
頼
朝
が
源
義
仲
追
討
の
恩
賞

と
し
て
、
三
浦

み
う
ら

和
田
宗

わ
だ
む
ね

実ざ
ね

を
越
後

国
奥
山
荘
の
地
頭
職
に
補
任

ほ
に
ん

し
た

文
書
。 

 

政
所
下

ま
ん
ど
こ
ろ
く
だ
し

文ぶ
み

は
、
三
位

さ
ん
み

以
上
の

公く

卿
ぎ
ょ
う

に
設
置
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
政
所
（
家
政
を
と
り
し
き
る

役
所
）
が
発
給
す
る
公
文
書
で
、

頼
朝
は
こ
の
年
７
月
に
征
夷

せ
い
い

大
将
軍

た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

に
補
任
さ
れ
て
、
政
所
の

設
置
を
許
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以

前
に
発
給
し
た
下
文
を
回
収
し
て
、

新
た
に
政
所
下
文
を
発
給
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
の
文
書
は
鎌
倉
幕

府
成
立
を
直
接
物
語
る
史
料
で
あ

る
と
同
時
に
、
奥
山
荘
地
頭
職
は

こ
れ
以
前
に
宗
実
に
与
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

《
翻 

刻
》 

 

（
源
頼
朝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
等
） 

 

将
軍
家
政
所
下 

越
後
国
奥
山
庄
官
□ 
 

補
任
地
頭
職
事 

 
 
 
 
 

平 

宗
実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
所
仰
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
遺
失
） 

右
人
、
補
任
彼
職
之
状
、
□
□
如
件
、
庄
官
宜
承
知
、
勿
□
□ 

以
下
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
俊
長
） 

建
久
三
年
十
月
廿
一
日 

 
 
 
 

案
主
藤
井
（
花
押
） 

 
 
 

（
二
階
堂
行
政
） 

 
 
 
 
 

（
光
家
） 

令
民
部
少
丞
藤
原
（
花
押
） 

 
 

知
家
事
中
原
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
江
広
元
） 

別
当
前
因
幡
守
中
原
朝
臣
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 

（
邦
業
） 

 

前
下
総
守
源
朝
臣 

  

史
料
②
鎌
倉
将
軍
（
源
頼
朝
）
家
政
所
下
文

ま
ん
ど
こ
ろ
く
だ
し
ぶ
み 

建
久
３
年(

1192)

10
月
21
日 

 

源
頼
朝
が
、
三
浦
和
田
宗
実
を
相
模

さ
が
み
の

国く
に

南
深
沢

み
な
み
ふ
か
ざ
わ

の
地
頭
職
に
補
任
し
た
文
書
。
奥
山
荘
の

も
の
と
同
時
に
発
給
さ
れ
た
。
地
頭
は
荘
園
の
現
地
管
理
者
で
あ
り
、
荘
園
領
主
へ
の
上
納

の
義
務
を
負
っ
た
と
は
い
え
、
実
質
的
な
領
主
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
南
深
沢
郷
は
宗
実

以
後
三
浦
和
田
氏
の
本
貫
地
で
あ
り
、
越
後
国
の
所
領
に
は
代
官
を
派
遣
し
て
統
治
に
当
た

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
建
治
年
間
に
所
領
を
分
与
さ
れ
た
茂
連

も
ち
つ
ら

・
茂も

ち

長な
が

・
義
基

よ
し
も
と

の
３
人
以
降
、

一
族
は
越
後
国
奥
山
荘
に
土
着
し
て
、
現
地
の
国
人
領
主
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
惣
領
と
し
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て
支
配
を
展
開
し
て
い
く
。 

 

《
翻 

刻
》 

 

（
源
頼
朝
） 

 
 

将
軍
家
政
所
下 

南
深
沢
住
人 

 

補
任
地
頭
職
事 

 
 
 
 
 

平 

宗
実 

 
 
 
 
 

右
人
、補
任
彼
職
之
状
、所
仰
如
件
、

住
人
宜
承
知
、
勿
違
失
以
下
、 

 
 

建
久
三
年
十
月
廿
一
日 

 
 
 
 

（
俊
長
） 

 
 
 

案
主
藤
井
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
二
階
堂
行
政
） 

 
 
 

令
民
部
少
丞
藤
原
（
花
押
） 
 
 
 
 
 
 

（
光
家
） 
 
 
 

知
家
事
中
原
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 

（
大
江
広
元
） 

別
当
前
因
幡
守
中
原
朝
臣
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
邦
業
） 

 
 
 

前
下
総
守
源
朝
臣 

   

    

史
料
③
関
東

か

ん

と

う

下
知
状

げ

ち

じ

ょ

う 

元
久
２
年(

1205)

２
月
22
日 

 

和
田
宗
実
の
甥
で
、
猶
子

（
養
子
・
娘
婿
）の
高
井
重
茂

し
げ
も
ち

を
相
模
国
南
深
沢
郷
の
地
頭

職
に
補
任
し
た
文
書
。
こ
の

文
書
は
２
代
将
軍
頼
家
廃
立

事
件
の
の
ち
、
源
実
朝

さ
ね
と
も

が
３

代
将
軍
と
な
っ
た
直
後
に
発

給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
頼

朝
以
来
幕
府
発
給
文
書
に
は
、

下
文

く
だ
し
ぶ
み

が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
で
は
実
朝
に
下
文

を
発
給
で
き
る
条
件
が
整
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
関

東
下
知
状
と
い
う
将
軍
の
意

を
奉
じ
て
北
条
時
政
が
下
知

（
命
令
）
を
下
す
と
い
う
形

式
で
発
給
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
北
条
氏
が
執
権
と

し
て
実
権
を
掌
握
し
て
い
く

一
過
程
を
し
め
す
史
料
と
言
え
る
。 
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《
翻 

刻
》 

下 
 

相
模
国
南
深
沢
郷
住
人 

可
早
任
故
和
田
三
郎
宗
実
譲
状
、
以
高
井 

太
郎
重
茂
為
地
頭
職
事 

右
人
、
相
具
故
大
将
殿
御
下
文
等
、 

給
田
拾
五
町
自
彼
宗
実
手
所 

譲
得
也
者
、
任
其
状
、
可
為
地
頭
職
者 

依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、
以
下
、 

元
久
二
年
二
月
廿
二
日 

 
 
 
 

（
北
条
時
政
） 

遠
江
守
平
（
花
押
） 

 

 

史
料
④
沙 し

ゃ

弥 み

道 ど

う

円 え

ん

（
高
井

た

か

い

時 と

き

茂 も

ち

）
譲
状

ゆ
ず
り
じ
ょ
う 

建
治
３
年(

1277)

11
月
５
日 

 

高
井
時
茂
が
３
人
の
孫
の
一
人
茂
連

に
所
領
（
地
頭
職
）
を
譲
与
す
る
旨
を
記

し
た
文
書
。相
模
国（
現
在
の
神
奈
川
県
）

三
浦
半
島
に
根
拠
を
も
ち
、
三
浦
義
明
・

和
田
義
盛
と
い
っ
た
創
業
の
功
臣
を
輩

出
し
た
三
浦
和
田
氏
で
あ
る
が
、建
暦
２

年
（
1213
）
の
和
田
合
戦
と
、
宝
治
元
年

（
1247
）
の
宝
治
合
戦
で
一
族
滅
亡
に
近

い
状
態
と
な
っ
た
。幸
い
両
度
の
合
戦
を

生
き
延
び
た
当
主
高
井
時
茂
は
、
茂
連
・
茂
長
・
義
基
の
３
人
の
孫
に
所
領
を
譲
与
し
た
。

こ
の
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
奥
山
荘
中
条
氏
・
黒
川
（
北
条
）
氏
・
関
沢
（
南
条
）
氏
の
祖
と
な

っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
御
家
人
の
家
で
は
、
こ
の
よ
う
に
分
割
相
続
が
一
般
的
だ
っ
た
。
本
文

書
で
は
中
条
と
北
条
・
南
条
の
境
界
が
指
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
元
に
現
在
の
地
図
上
に

荘
園
の
境
界
を
比
定
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

《
翻 

刻
》 

譲
渡
所
領
事 

 
 
 
 
 

左
衛
門
三
郎
義
頼
分 

越
後
国
奥
山
庄
内 

い
ヽ
つ
ミ
・
い
し
そ
ね
・
あ
か
ヽ
ハ
・
つ
い
ち
・ 

御
ほ
う
て
ん
・
は
く
ろ
・
つ
ヽ
ミ
お
か
・
む
ら
ま
つ
、 

あ
は
の
か
つ
ら
山
、
あ
ま
半
分
に
し
、 

さ
か
ミ
の
く
に
つ
む
ら
の
田
さ
い
け
、
い
ま
い
ち 

 

右
、
こ
の
さ
か
い
ハ
、
な
か
ハ
し
の
さ
う
入
道
を
も
つ
て
た
て
さ
せ
た
り
し
こ
と
く
に
、
あ

つ
さ
の
を
か
の
ま
つ
よ
り
、
し
ハ
ヽ
し
の
わ
た
と
の
を
ヽ
や
な
き
よ
り
、
九
郎
大
夫
か
し
ん

ほ
の
き
た
の
た
か
き
を
か
を
か
き
り
て
、
は
ま
ハ
む
ら
ま
つ
の
こ
た
か
の
ミ
や
を
す
く
に
う

ミ
へ
な
り
、
又
、
き
た
ハ
、
た
い
の
か
ハ
の
中
す
ん
を
、
く
さ
う
つ
の
し
も
の
い
も
し
や
の

も
の
と
も
か
い
ゑ
の
ま
へ
の
か
ハ
の
な
か
れ
を
、
た
か
の
わ
た
と
す
い
く
わ
ん
房
か
い
ゑ
の

ミ
な
ミ
は
や
し
の
も
り
の
ま
へ
の
か
ハ
の
な
か
れ
を
、
た
か
の
ヽ
い
ち
ハ
の
そ
ハ
の
か
ハ
の

な
か
れ
な
り
、
か
ハ
を
こ
ひ
て
、
た
か
の
ヽ
ふ
ん
の
田
あ
る
へ
か
ら
す
、
こ
れ
を
か
き
り
て

ち
き
や
う
す
へ
し
、
御
く
う
し
ハ
、
三
人
の
ま
こ
同
し
ほ
と
た
る
へ
し
、
た
ヽ
し
、
四
郎
ハ

せ
き
・
た
か
の
よ
り
あ
ふ
へ
し
、
も
し
こ
の
ま
こ
と
も
・
お
い
と
も
の
な
か
に
ゐ
ら
ん
、
を

い
た
す
物
あ
ら
ハ
、
そ
の
そ
り
や
う
を
か
ミ
へ
め
さ
れ
、
お
は
か
ら
い
と
し
て
、
ま
こ
の
中

に
を
ん
ひ
ん
の
物
に
あ
て
給
る
へ
し
、
ま
た
ゆ
い
の
ち
の
そ
せ
う
ハ
、
あ
い
つ
い
て
す
へ
き

也
、
よ
ん
て
ゆ
つ
り
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
治
三
年
十
一
月
五
日
沙
弥
道
円
（
花
押
） 
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史
料
⑤
関
東

か

ん

と

う

下
知
状

げ

ち

じ

ょ

う 

正
安
３
年(

1301)

８
月
20
日 

 

中
条
茂
連
の
子
・
茂も

ち

明あ
き

が
起
こ
し
た
訴
訟
に
対

す
る
幕
府
の
裁
決
状
。
茂
連
が
訴
訟
中
に
死
去
し

た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
領
地
は
収
公
（
没
収
）
さ

れ
て
い
た
。
茂
明
は
こ
の
裁
決
で
奥
山
荘
中
条
の

３
分
の
２
を
取
り
戻
す
の
に
成
功
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
裏
に
は
恐
ら
く
茂
明
の
幕
府
有
力
者

へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ

の
訴
訟
の
４
年
後
に
起
き
た
連
署
・
北
条
時
村
の

暗
殺
事
件
に
、
茂
明
は
実
行
犯
12
名
の
一
人
と
し

て
加
担
し
て
い
る
。
事
件
後
、
茂
明
は
幸
い
逃
亡

に
成
功
す
る
が
、
奥
山
荘
な
ど
の
領
地
は
再
度
収

公
さ
れ
、
中
条
氏
は
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま

う
。 

       

 

《
翻 

刻
》 和田

七
郎
茂
明
申
曽
祖
父
高
井
兵
衛
三
郎 

時
茂
法
師
法
名
道
円
遺
領
事 

右
、
道
円
建
治
三
年
十
一
月
廿
八
日
他
界
之
刻
、
同
五
日
分 

譲
所
領
於
孫
子
茂
連
・
義
基
・
兼
連
并
女
子
尼
意
阿 

畢
、
彼
状
為
謀
書
之
旨
、
意
阿
訴
申
之
刻
、
弘
安
十
年
茂 

連
・
義
基
等
預
裁
許
畢
、
意
阿
越
訴
申
之
間
、
重
有 

其
沙
汰
之
処
、
於
意
阿
者
被
奇
置
越
訴
、
至
茂
連
等
者 

建
治
譲
状
事
、
先
度
者
実
書
之
由
申
之
、
今
又
謀 

書
之
旨
称
之
、
依
為
奸
謀
、
所
被
召
上
所
領
也
、
爰
如 

茂
明
越
訴
状
者
、
号
建
治
三
年
四
月
廿
八
日
道
円
自 

筆
目
六
、
義
基
始
所
備
進
也
、
彼
状
条
々
依
有
紕
繆 

加
謀
難
之
処
、
不
及
御
沙
汰
之
条
難
堪
也
、
就
中
、
意 

 
 
 
 
 
 
 
 

改 

阿
越
訴
有
其
謂
之
間
、
先
日
一
同
之
儀
、
令
各
別
之 

条
、
不
可
有
其
難
之
処
、
称
有
変
申
之
咎
、
茂
連 

遺
領
不
残
段
歩
被
収
公
之
条
、
令
参
差
者
也
云
々 

者
、
建
治
目
録
事
、
為
先
日
状
之
間
、
究
明
依
無
其 

詮
、
被
奇
捐
之
条
、
先
日
成
敗
無
相
違
歟
、
次
、
茂
連 

罪
名
事
、
道
円
死
去
之
時
者
、
茂
連
在
京
之
間
、
不 

知
子
細
、
義
基
称
死
期
之
譲
状
依
賦
与
、
為
実
書
之 

由
、
先
度
雖
令
言
上
、
為
謀
書
之
旨
意
阿
所
申
、
非 

無
子
細
之
間
、
改
一
同
之
儀
畢
、
縦
義
基
所
帯
状 

等
雖
被
処
実
書
、
不
可
過
謀
略
罪
科
之
処
、
悉 

被
召
所
領
之
条
、
令
依
違
之
旨
、
茂
明
所
申
非
無 

子
細
歟
、
然
則
於
○
奥
山
庄
者
、
充
行
替
於
当
給 

被
返
付
茂
連
跡
、
至
其
外
所
領
等
者
、
未
被
付
給 

人
云
々
、
如
元
可
令
領
知
○
者
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件 

正
安
三
年
八
月
廿
日 

陸
奥
守
平
朝
臣 

相
模
守
□
朝
臣 
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《
現
代
語
訳
》 

和
田
七
郎
茂
明
が
申
し
た
曽
祖
父
高
井
兵
衛
三
郎
時
茂
法
師
（
法
名
道
円
）
の
遺
領
の
事 

右
、
道
円
は
建
治
三
年
十
一
月
二
十
八
日
に
他
界
し
た
際
に
、
同
月
五
日
に
所
領
を
分
け
て
、

こ
と
ご
と
く
孫
の
茂
連
・
義
基
・
兼
連
な
ら
び
に
娘
・
尼
意
阿
に
譲
っ
た
。 

弘
安
十
年
、
そ
の
譲
り
状
が
謀
書
（
偽
物
）
で
あ
る
と
意
阿
が
訴
え
出
た
時
、
茂
連
・
義
基

等
こ
と
ご
と
く
裁
許
に
預
か
っ
た
。
意
阿
が
越
訴
（
上
訴
）
を
訴
え
出
た
の
で
、
重
ね
て
沙

汰
が
下
っ
て
、
意
阿
の
越
訴
は
棄
却
さ
れ
た
。
茂
連
等
は
建
治
譲
状
に
つ
い
て
、
一
度
目
は

実
書
（
本
物
）
と
申
し
出
た
の
に
、
今
度
は
謀
書
と
称
し
て
、
奸
謀
を
な
し
た
た
め
、
所
領

は
召
し
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

今
回
、（
茂
連
の
子
）
茂
明
が
越
訴
し
た
内
容
は
、
建
治
三
年
四
月
二
十
八
日
付
道
円
自
筆
目

録
は
、
初
め
義
基
の
所
へ
備
え
て
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
個
々
の
条
文
は
誤
り
が
あ
る
の
で
、

は
か
り
ご
と
を
加
え
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
御
沙
汰
が
こ
の
点
に
考
慮
し
て

い
な
い
の
は
耐
え
難
い
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
意
阿
の
越
訴
は
理
に
か
な
っ
て
い
た
の
で
、

先
日
の
一
同
の
相
談
で
は
、
各
別
の
御
沙
汰
が
下
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
申
し
て

い
た
所
に
、
主
張
を
変
え
た
咎
に
よ
り
、
茂
連
遺
領
が
一
段
歩
も
残
ら
ず
収
公
（
没
収
）
さ

れ
た
こ
と
で
、（
こ
れ
を
不
服
と
し
て
）
こ
の
た
び
参
り
ま
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

ま
ず
、
建
治
目
録
の
事
は
、
先
日
の
訴
訟
で
も
究
明
さ
れ
、
理
由
無
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
条
を
先
日
の
成
敗
と
同
じ
く
棄
却
す
る
。 

次
に
茂
連
罪
名
の
事
は
、
道
円
が
死
去
し
た
時
、
茂
連
は
在
京
し
て
い
た
の
で
、
子
細
を
知

ら
ず
に
、
義
基
に
死
期
に
際
し
て
の
譲
状
と
称
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
実
書
と
信
じ
た
も

の
で
あ
る
。
先
の
沙
汰
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
意
阿
が
謀
書
と
主
張
す
る
た
め
、

与
同
し
た
も
の
で
、
大
き
い
非
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
改
め
て
一
同
こ
と
ご
と
く

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
た
と
え
、
義
基
の
持
つ
譲
り
状
を
実
書
と
し
た
と
し
て
も
、
謀
略
罪
は

過
大
す
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
領
を
こ
と
ご
と
く
召
し
上
げ
る
と
い
う
命
令
に
は
従
え
な

い
と
い
う
、
茂
明
の
申
す
と
こ
ろ
の
子
細
に
非
は
な
く
、
従
っ
て
こ
こ
に
お
い
て
、
奥
山
荘

は
茂
連
の
後
継
ぎ
（
茂
明
）
に
返
給
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
他
の
所
領
に
つ
い
て
、
未
給

付
の
者
が
（
い
る
）
云
々
と
い
う
所
は
、
元
の
如
く
知
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
鎌
倉
殿
の

仰
せ
に
よ
っ
て
、
下
知
件
の
如
し
。 

     

史
料
⑥
関
東

か

ん

と

う

下
知
状

げ

ち

じ

ょ

う

案 

正
和
３
年(

1314)

９
月
23
日 

 

中
条
茂
連
後
家
の
道ど

う

信し
ん

と
北
条

規の
り

時と
き

と
の
相
論
（
紛
争
）
に
つ
い
て
、

幕
府
の
裁
決
を
記
し
た
文
書
。
北
条

時
村
暗
殺
事
件
の
の
ち
、
中
条
茂
明

は
逃
亡
し
、
領
地
を
没
収
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
よ
う
な
危
機
の
中
、

尼
・
道
信
（
茂
明
の
父
の
室
だ
が
実

母
で
は
な
い
）
は
得
宗
の
孫
で
あ
る

規
時
を
相
手
に
訴
訟
を
行
い
、
中
条

の
内
３
分
の
１
を
取
り
戻
し
た
。
お

そ
ら
く
こ
の
勝
訴
は
異
例
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
道
信
は
こ
の
訴
訟
費

用
を
賄
う
た
め
に
実
家
筋
の
佐
々

木
加
地

か

じ

顕あ
き

信の
ぶ

か
ら
多
額
の
借
金
を

し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
中
条
家
存

続
の
裏
に
は
、
道
信
ら
の
女
性
の
活

躍
が
あ
っ
た
。 
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《
翻 

刻
》 

校
正
了 

羽
黒
・
鷹
栖
御
下
知
道
信
給
之
（
朱
書
） 

和
田
三
郎
左
衛
門
尉
義
連
後
家
尼
道
信
代
浄
意
与
相
模 

左
近
大
夫
将
監
規
時
代
道
然
・
頼
兼
相
論
越
後
国
奥
山
庄
中
条 

事
右
浄
意
則
当
条
者
、
義
連
遣
領
内
也
、
子
息
七
郎
義
貞
・
八
郎 

義
泰
確
論
之
間
、
於
参
分
弐
者
、
任
譲
状
給
義
貞
、
至
壱
分
者 

為
未
処
分
之
地
、
可
支
配
之
旨
、
永
仁
四
年
十
一
月
廿
四
日
被
裁
許 

畢
、
可
分
給
之
由
訴
之
、
道
然
等
亦
義
貞
当
知
行
之
間
、
相
模
入
道 

一
円
拝
領
、
如
先
度
事
書
者
、
義
泰
二
女
子
者
、
依
并
構
謀
書
、
可
除
得 

分
親
云
々
、
其
後
一
女
子
死
去
、
道
信
者
、
有
謀
書
同
意
之
咎
、
難
競
望
之 

旨
、
就
陳
之
、
欲
是
非
之
処
、
去
十
七
日
両
方
和
与
畢
、
如
道
然
等
状
者 

当
条
内
田
地
弐
拾
、
町
所
去
与
道
信
也
、
坪
々
者
、
差
遣
使
者
、
以
羽
黒 

田
為
先
、
可
打
渡
之
、
山
在
家
同
追
此
分
限
可
付
渡
、
其
在
所
員 

数
并
山
者
、
可
見
絵
図
云
々
、
如
浄
意
状
者
、
避
給
田
地
弐
拾
町
如
浄
付
在
家
之 

間
、
請
取
之
止
訴
訟
云
々
、
此
上
不
及
異
儀
、
任
彼
状
各
可
領
掌
者
、
依 

鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、 

 
 

正
和
三
年
九
月
廿
三
日 

（
北
条
煕
時
） 

相
模
守
平
朝
臣
判 

 

《
現
代
語
訳
》 

和
田
義
連
後
家
尼
道
信
の
代
理
人
・
浄
意
と
北
条
規
時
の
代
理
人
道
然
・
頼
兼
と
の
間
の
越

後
国
奥
山
庄
中
条
の
境
界
紛
争
調
停 

右
の
浄
意
に
よ
る
と
、
当
条
は
、
義
連
（
茂
連
）
が
遣
し
た
所
領
の
内
で
あ
り
、
子
息
義
貞

（
茂
明
）・
義
泰
（
茂
泰
）
の
間
で
紛
争
に
な
っ
た
の
で
、
三
分
の
二
を
、
譲
状
に
任
せ
て
義

貞
に
給
付
し
、
残
り
三
分
の
一
は
未
処
分
の
地
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
と

ご
と
く
支
配
す
べ
し
と
い
う
旨
の
裁
許
を
永
仁
四
年
十
一
月
二
十
四
日
付
で
受
け
て
い
る
。 

道
然
等
は
ま
た
義
貞
の
当
知
行
に
つ
い
て
、
得
宗
の
一
円
領
と
し
て
拝
領
し
、
以
前
の
事
書

の
ご
と
く
、
義
泰
の
二
人
の
娘
は
、
謀
書
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
の
得
分
か
ら
除

か
れ
る
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
女
子
一
名
が
死
去
し
、（
残
っ
た
）
道
信
は
、
謀
書
作

成
に
同
意
し
た
咎
に
よ
り
、
和
解
し
が
た
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
紛
争
に
決
着
を
付
け
る
べ
く
、
去
る
十
七
日
、
両
者
は
こ
と
ご
と
く
和
与
（
示
談
和
解
）

を
し
た
。 

道
然
等
の
側
は
、
当
条
内
の
田
地
二
十
町
を
手
放
し
、
道
信
に
与
え
る
も
の
と
す
る
。
坪
々

（
平
地
）
は
、
使
者
を
差
し
遣
わ
し
、
ま
ず
羽
黒
の
田
地
を
先
と
し
て
、
こ
れ
を
打
ち
渡
す

こ
と
と
す
る
。
山
・
在
家
は
同
じ
く
追
っ
て
こ
れ
を
分
限
（
領
地
）
と
す
る
べ
く
打
ち
渡
す

こ
と
。
そ
の
在
所
の
員
数
と
山
は
絵
図
を
見
る
こ
と
と
す
る
。 

浄
意
の
側
は
、
田
地
二
十
町
と
在
家
の
給
付
を
受
け
た
ら
退
き
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
訴
訟

を
や
め
る
こ
と
。
こ
の
う
え
は
異
議
に
及
ば
ず
、
各
々
こ
の
和
与
状
に
従
っ
て
所
領
を
掌
握

す
る
こ
と
。
鎌
倉
殿
の
仰
せ
に
よ
っ
て
、
下
知
件
の
如
し
。 

  

中
条
氏
の
歴
史
②
南
北
朝
時
代 

 

道
信
は
茂
明
の
弟
・
茂も

ち

泰や
す

の
子
・
義
成
に
所
領
を
譲
与
し
ま
す
。
母
・
尼
教

き
ょ
う

意い

か
ら
も
所

領
を
譲
与
さ
れ
た
義
成
は
、
中
条
の
羽
黒
を
中
心
と
し
て
独
立
を
保
ち
、
中
条
分
家
・
羽
黒

氏
の
創
設
を
見
ま
す
。 

 

一
方
、
所
領
を
収
公
さ
れ
て
い
た
中
条
茂
明
の
子
・
茂も

ち

継つ
ぐ

は
、
鎌
倉
末
期
の
動
乱
に
際
し
、

い
ち
は
や
く
朝
廷
方
に
つ
き
、
倒
幕
運
動
に
参
加
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
元
弘
３
年
（

1331
）、

護
良

も
り
よ
し

親
王

し
ん
の
う

の
令
旨

り
ょ
う
じ

を
得
て
、
将
来
の
旧
領
の
安
堵
を
取
り
つ
け
ま
す
。
倒
幕
が
成
る
と
、
後

醍
醐
天
皇
の
建
武
政
権
は
、
現
知
行
地
の
安
堵
は
国
司
（
地
方
長
官
）
が
行
い
、
旧
領
回
復

は
綸
旨

り
ん
じ

（
天
皇
の
公
文
書
）
に
よ
り
行
う
方
針
と
し
ま
し
た
。
史
料
⑦
は
越
後
国
司
と
な
っ

た
新
田
義
貞
が
安
堵
を
行
っ
た
例
で
す
。 

 

し
か
し
、
建
武
新
政
権
は
相
当
混
乱
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
年
、
黒
川
茂も

ち

実ざ
ね

に
、
北

条
の
他
に
中
条
の
地
の
安
堵
ま
で
も
が
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
綸
旨
を

根
拠
と
し
て
中
条
の
実
効
支
配
に
乗
り
出
し
た
茂
実
と
、
現
地
を
掌
握
し
て
い
た
中
条
一
族

と
の
間
で
合
戦
に
な
る
と
い
う
事
態
が
起
き
ま
す
。
結
局
、
２
年
後
の
建
武
２
年
に
改
め
て

茂
継
へ
中
条
安
堵
の
綸
旨
が
出
さ
れ
、
よ
う
や
く
中
条
氏
は
旧
所
領
を
回
復
し
ま
し
た
。 

 

翌
建
武
３
年
（
1336
）、
南
北
朝
が
分
裂
し
内
乱
が
勃
発
す
る
と
、
三
浦
和
田
の
一
族
は
北
朝
・
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武
家
政
権
側
に
つ
き
ま
す
。
建
武
４
年
（
1337
）、
茂
継
は
庇
護
者
で
あ
っ
た
鎌
倉
の
三
浦
高
継

の
元
を
離
れ
、
中
条
へ
入
り
ま
す
が
、
ま
も
な
く
死
去
（
お
そ
ら
く
は
戦
死
）
し
ま
す
。
一

方
、
羽
黒
義
成
は
足
利
直た

だ

義よ
し

（
尊
氏
の
弟
）
の
命
を
受
け
て
南
朝
方
と
戦
っ
て
い
ま
す
（
史

料
⑧
）。 

 

次
い
で
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
対
立
に
よ
り
、
室
町
幕
府
が
分
裂
し
、
武
力
衝
突
（
観
応

か
ん
の
う

の

擾
乱

じ
ょ
う
ら
ん

）
が
起
き
る
と
、
三
浦
和
田
一
族
は
尊
氏
方
へ
つ
き
ま
す
が
、
遠
方
の
所
領
が
横
領
に

あ
い
、
掌
握
が
困
難
に
な
り
ま
す
（
史
料
⑨
）。 

 

史
料
⑦ 

尼 あ

ま

浄
じ
ょ
う

智 ち

申
状

も
う
し
じ
ょ
う 

元
弘
３
年(

1333)

12
月 

 

佐
々
木
加
地

か

じ

八
郎

は
ち
ろ
う

左ざ

衛
門

え
も
ん

の

娘
・
尼
浄

じ
ょ
う

智ち

が
越え

ち

後ご
の

国く
に

加か

地じ
の

荘
し
ょ
う

萩は
ぎ

曾そ

禰ね
の

条
じ
ょ
う

田た

中
村

な
か
む
ら

地
頭
職
の

安
堵

あ
ん
ど

（
保
障
）
を
申
請
し
、
越
後

国
司
新
田
義
貞
が
袖そ

で

加
判

か
は
ん

の
国
宣

こ
く
せ
ん

（
文
書
の
袖
に
サ
イ
ン
す
る
形
式

の
国
司
が
発
給
す
る
公
文
書
）
に

よ
り
、
申
請
を
承
認
す
る
旨
を
記

し
て
い
る
。
元
弘

げ
ん
こ
う

３
年
６
月
、
発

足
し
た
ば
か
り
の
建
武

け
ん
む

新
政
権
は
、

現
在
知
行
し
て
い
る
所
領
を
国
司
が
安
堵
す
る
旨
を
発
布
し
、
同
年
８
月
倒
幕
に
多
大
な
功

績
の
あ
っ
た
新
田
義
貞
を
越
後
国
司
に
任
命
し
た
。
こ
の
文
書
は
前
記
方
針
に
基
づ
き
発
給

さ
れ
た
も
の
で
、
越
後
国
司
と
し
て
の
義
貞
の
活
動
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

 

《
翻 

刻
》 

 

任
去
年
七
月
廿
六
日
宣
旨
、
知
行 

 

不
可
有
相
違
之
状
、
国
宣
如
件
、 

 
 
 

建
武
元
年
三
月
十
八
日 

 
 
 
 

源
朝
臣
（
新
田
義
貞
）（
花
押
） 

 

佐
々
木
加
地
八
郎
左
衛
門
入
道
女
子
尼
浄
智
謹
言
上 

欲
早
被
経
御
沙
汰
、
任
傍
例
、
下
賜
安
堵
国
宣
、
備
向
後
亀
鏡 

越
後
国
加
地
庄
荻
曾
祢
条
内
田
中
村
地
頭
職
間
事
、 

右
所
者
、
依
為
尼
浄
智
重
代
相
伝
所
領
、
当
知
行
致
今
無 

相
于
違
者
也
、
然
則
、
致
調
度
具
書
等
者
，
雖
可
令
持
参
之
、
為 

物
詣
依
令
在
京
、
不
及
進
覧
之
、
於
当
知
行
之
段
者
、
佐
々
木 

加
地
孫
二
郎
有
盛
有
御
尋
之
処
、
載
起
請
文
詞
、
請
文 

令
進
覧
之
上
者
、
不
可
相
御
不
審
者
也
、
早
下
賜
安
堵 

国
宣
、
為
備
向
貽
後
亀
鏡
、
恐
々
言
上
如
件
仍 

 
 
 

元
弘
三
年
十
二
月 

日 
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史
料
⑧
足
利

あ

し

か

が

直 た

だ

義 よ

し

軍
勢

ぐ

ん

ぜ

い

催
促
状

さ

い
そ

く

じ

ょ
う 

建
武
５
年(

1338)

閏
７
月
10
日 

 

足
利
尊
氏
の
弟
・
直た

だ

義よ
し

が
羽
黒

は
ぐ
ろ

義よ
し

成な
り

に
発
給
し
た
軍
勢
催
促
状

（
軍
事
動
員
命
令
書
）。
こ
の
中

で
直
義
は
「
高
八
郎
師

こ
う
の
は
ち
ろ
う
も
ろ

貞さ
だ

（
越

後
守
護
高
師

こ
う
の
も
ろ

泰や
す

の
代
官
）
を
凶

徒
討
伐
の
た
め
に
派
遣
す
る
の

で
、
彼
に
従
い
軍
忠
を
致
す
よ
う

に
」
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
文
書

が
発
給
さ
れ
た
の
は
、
建
武
５
年

閏
う
る
う

７
月
10
日
で
あ
る
が
、
こ
の

８
日
前
の
閏
７
月
２
日
、
新
田
義

貞
が
斯
波

し

ば

高
経

た
か
つ
ね

に
攻
め
ら
れ
、
越

前
国
で
戦
死
し
て
い
る
。
南
朝
方

の
劣
勢
に
乗
じ
て
、
一
気
呵
成
に

攻
め
よ
う
と
い
う
北
朝
側
の
戦

略
が
窺
え
る
。
ま
た
、
中
条
分
家

で
あ
る
羽
黒
家
の
義
成
が
戦
乱

の
中
、
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

《
翻 

刻
》 

越
後
国
凶
徒
対
治
事
所
差
遣
高
八
郎
也
早
随
彼
催
促
致
軍
忠
之
状
如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
足
利
直
義
） 

 
 

建
武
五
年
閏
七
月
十
日
（
花
押
） 

 

三
浦
和
田
又
三
郎
殿 

  

史
料
⑨
室
町

む

ろ

ま

ち

幕
府

ば

く

ふ

引
付
頭
人

ひ

き

つ

け

と

う

に

ん

桃
井

も

も

の

い

直 た

だ

常 つ

ね

奉
書

ほ

う

し

ょ 

観
応
２
年(

1351)

７
月
４
日 

 

室
町
幕
府
引
付
頭
人
桃
井
直
常
が
阿
波
国

の
国
人
小
笠
原
蔵
人

く
ろ
う
ど

太
郎
に
宛
て
た
奉
書
。

中
条
茂
資

し
げ
す
け

の
代
官
の
訴
え
に
よ
る
と
、
阿
波

あ
わ
の

国く
に

勝
浦
山

か
つ
ら
や
ま

に
お
い
て
小
笠
原
蔵
人
太
郎
が
河

村
某
と
と
も
に
横
領
を
お
こ
な
っ
た
が
、
今

月
中
に
係
争
地
を
地
頭
代
官
へ
引
き
渡
す
よ

う
に
、
と
あ
る
。
桃
井
直
常
は
足
利
家
家
臣

で
室
町
幕
府
の
有
力
武
将
。
こ
の
文
書
が
発

給
さ
れ
た
観
応
２
年
は
、
足
利
尊
氏
・
直
義

兄
弟
が
対
立
し
武
力
衝
突
に
至
っ
た
「
観
応

の
擾
乱
」
の
最
中
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
直

義
方
が
京
を
占
領
し
て
い
た
た
め
、
直
義
方

の
直
常
が
引
付
頭
人
（
訴
訟
担
当
者
の
長
）
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に
な
っ
て
い
た
。
戦
乱
に
伴
い
、
奥
山
荘
を
本
拠
と
す
る
中
条
氏
の
遠
隔
地
の
所
領
が
維
持

困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

 

《
翻 

刻
》 

三
浦
和
田
三
郎
左
衛
門
尉
茂
助
代
俊
賢
申
、 

阿
波
国
勝
浦
山
地
頭
職
事
、
申 

 
 

如
此
、 

小
笠
原
蔵
人
致
濫
妨 

 
 
 
 

、
所
詮
、 

河
村 

郎
相
共
、
今
月
中
沙
汰
付
地
頭
茂
助
代
、 

可
執
沙
汰
之
状
、
且
以
起
請
之
詞
、
可
被
注
申
之
状
、 

依
仰
執
達
如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
桃
井
直
常
） 

 
 

観
応
二
年
七
月
四
日 

播
磨
守
（
花
押
） 

 
 

小
笠
原
蔵
人
太
郎
殿 

 

中
条
氏
の
歴
史
③
戦
国
時
代 

 

茂
継
か
ら
７
代
下
っ
た
中
条
氏
惣
領
・
藤
資

ふ
じ
す
け

は
越
後
の
国
人
衆
（
在
地
領
主
）
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
中
条
氏
の
よ
う
に
阿
賀
野
川
以
北
に
根
を
張
っ
た
国
人
は
「
揚あ

が

北き
た

衆
」
と
呼

ば
れ
、
守
護
上
杉
氏
・
守
護
代
長
尾
氏
の
入
部
以
前
か
ら
の
有
力
者
で
、
大
名
権
力
の
確
立

後
も
独
立
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
。 

 

当
時
の
越
後
は
、
守
護
・
上
杉
定
実

さ
だ
ざ
ね

、
守
護
代
・
長
尾
為
景

た
め
か
げ

の
時
代
で
、
定
実
は
為
景
が

据
え
た
守
護
で
し
た
が
、
藤
資
は
両
者
に
安
堵
を
申
請
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
両
者
は
友
好

関
係
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
為
景
は
信
頼
す
る
同
盟
者
で
あ
っ
た
藤
資
と
の

間
に
起
請
文

き
し
ょ
う
も
ん

を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
（
史
料
⑩
）。 

 

為
景
没
後
、
藤
資
は
守
護
上
杉
家
へ
伊
達
家
か
ら
養
子
を
も
ら
う
こ
と
を
仲
介
し
、
守
護

代
長
尾
晴
景

は
る
か
げ

と
対
立
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伊
達
家
・
越
後
双
方
で
賛
成
派
と
反
対
派

の
内
乱
と
な
り
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
天
文

て
ん
ぶ
ん

の
乱
）。 

 

次
の
長
尾
景か

げ

虎と
ら

（
上
杉
謙
信
）
の
代
に
な
っ
て
も
藤
資
は
活
躍
し
、
川
中
島
の
戦
い
に
出

陣
し
て
感
状
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
黒
川
氏
と
の
境
界
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
謙
信

は
色
部
氏
や
天
室
光
育

て
ん
し
つ
こ
う
い
く

（
謙
信
の
師
匠
）
を
代
理
人
と
し
て
両
者
を
和
解
さ
せ
て
い
ま
す
（
史

料
⑪
）。 

 

藤
資
没
後
後
を
継
い
だ
中
条
景
資

か
げ
す
け

は
42
才
の
若
さ
で
没
し
、
こ
こ
に
中
条
嫡
流
は
断
絶
し

ま
す
。
謙
信
は
吉
江
景
資

か
げ
す
け

の
子
・
景か

げ

泰や
す

を
養
子
と
し
て
中
条
家
を
継
が
せ
ま
し
た
。
こ
の
景

泰
は
謙
信
の
寵
臣
で
非
常
に
大
事
に
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑫
）
が
、
上
杉
景
勝

か
げ
か
つ

の
代
に
な
っ

て
、
織
田
信
長
の
侵
攻
軍
か
ら
越
中
・
越
後
を
守
る
た
め
越
中
・
魚
津

う
お
づ

城
（
富
山
県
魚
津
市
）

の
守
備
に
派
遣
さ
れ
、
天
正
10
年
（

1582
）
年
、
若
く
し
て
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
（
史
料
⑭
）。

景
勝
は
景
泰
の
子
で
若
干
５
歳
の
一い

っ

黒こ
く

に
跡
を
継
が
せ
て
い
ま
す
（
史
料
⑮
）。 

 

史
料
⑩
長
尾
為
景

な

が

お

た

め

か

げ

起
請
文

き

し

ょ

う

も

ん 

永
正
10
年(

1513)

８
月
19
日 

 

越
後
守
護
代
・
長
尾
為
景
が
中
条
藤
資
へ
差
し
下
し
た
起
請
文
。
起
請
文
は
約
束
事
を
牛

王
宝
印
と
い
う
霊
験
の
あ
る
紙
の
裏
に
書
い
た
も
の
で
、
神
仏
に
か
け
て
誓
い
を
守
る
旨
を

記
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
越
後
は
守
護
・
上
杉
定
実
、
守
護
代
・
為
景
の
体
制
に
あ
り
、
両
者

は
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
も
信
頼
す
る
味
方
で
あ
る
藤
資
と
の
間
に
起
請
文

を
交
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
起
請
文
は
相
互
に
約
束
を
交
わ
す
も
の
で
あ
り
、
両

- 11 -



者
に
主
従
関
係
を
設
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
戦
国
初
期
の
大
名
と
国
人
領
主
と
の
関
係
が

主
君
・
家
臣
の
関
係
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
で
あ
る
。 

  

《
翻 

刻
》 

 
 

起
請
文
事 

右
子
細
者
、
御
代
々
我
等
名
字
無
御
余
義 

申
談
候
、
依
之
并
藤
資
御
事
者
不
及
沙
汰
候
、
至 

御
子
孫
も
不
可
有
御
等
閑
于
旨
、
翻
宝
印
以
血 

判
承
候
、
御
深
志
忝
候
、
於
為
景
も
弥
毛
頭 

不
可
存
別
心
候
、
若
偽
而
申
候
者
、 

八
幡
大
菩
薩
・
春
日
大
明
神
・
諏
方 

上
下
大
明
神
、
殊
者
氏
神
御
霊
可
罷 

蒙
御
罰
者
也
、
如
件
仍 

 
 

永
正
十
年
八
月
十
九
日 

 
 

長
尾
左
衛
門
尉
為
景
（
血
判
・
花
押
） 

 
 
 
 

中
条
越
前
守
殿 

 

    

史
料
⑪
天
室
光
育

て

ん

し

つ

こ

う

い

く

書
状

し
ょ
じ
ょ
う 

弘
治
元
年(

1555)

11
月
４
日 

 

林
泉
寺
前
住
職
・
天
室
光
育
が
中
条
藤
資
に
宛

て
た
書
状
。
光
育
は
上
杉
謙
信
の
学
問
の
師
で
あ

る
。
こ
の
書
状
で
、
光
育
は
謙
信
の
意
を
受
け
て
、

代
々
境
界
争
い
が
絶
え
な
い
中
条
氏
と
黒
川
氏
の

間
を
仲
裁
し
て
い
る
。
謙
信
が
国
人
間
の
争
い
を

仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
存
在
感
を
発
揮
し
、
中
条

氏
ら
揚あ

が

北き
た

衆
（
阿
賀
野
川
以
北
の
国
人
衆
）
を
徐
々

に
家
臣
団
へ
編
入
し
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
な
お
、
本
書
状
冒
頭
に
、「
今
度
者

こ
た
び
は

御
陣
労

ご
じ
ん
ろ
う

ニに

打
続
永
々

う
ち
つ
づ
き
な
が
な
が
の

御
在
府

ご
ざ
い
ふ

…
」と
あ
る
の
は
、天
文
24
年

の
第
２
次
川
中
島
出
兵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

藤
資
は
川
中
島
の
戦
い
に
二
度
参
陣
し
て
お
り
、

中
条
氏
を
代
表
す
る
武
将
と
言
え
る
。 

 

《
翻 

刻
》 

今
度
者
御
陣
労
ニ
打
続
永
々
御
在
府
、 

御
苦
労
共
無
申
計
候
、
雖
然
与
黒
河
御 

間
之
取
成
、
可
被
申
之
心
底
計
ニ
候
、
就
之 

所
帯
方
之
義
、
縦
黒
河
様
々
被
申
事 

雖
多
之
候
、
鼓
岡
并
名
津
居
弐
ケ 
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所
計
ニ
候
、
其
外
者
於
何
事
も
旦
方
不
被 

致
納
得
候
、
遠
路
之
事
ニ
候
間
、
於
下
口
誰
人 

兎
角
之
義
申
之
候
共
、
不
可
有
実
義
候
、 

御
門
送
ニ
雖
可
参
候
、
却
而
御
造
作
之 

間
、
以
使
僧
申
候
、
将
亦
松
岡
源
左
衛
門
事 

申
候
処
ニ
、
御
領
掌
忝
存
候
、
巨
細
之
段 

恕
益
ニ
申
含
候
、
恐
々
謹
言 

 

（
弘
治
元
年
）
霜
月
四
日 
光
育
（
花
押
） 

 

《
現
代
語
訳
》 

こ
の
た
び
は
出
陣
の
ご
苦
労
に
打
ち
続
き
、
長
々
の
（
春
日
山
）
御
在
府
、
御
苦
労
様
と
申

し
上
げ
る
他
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
黒
川
氏
と
の
（
紛
争
の
）
取
り
な
し
は
、
心
底
か
ら
こ
れ

を
申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
方
々
か
ら
の
意
見
に
よ
っ
て
、
黒
川
氏

が
様
々
申
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
で
す
が
、
鼓
岡
と
名
津
居
の
二
か
所
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
そ

の
他
は
ど
の
提
案
も
ど
ち
ら
か
片
方
が
納
得
し
な
い
で
し
ょ
う
。
お
互
い
遠
方
に
い
ま
す
の

で
、
誰
彼
が
と
か
く
色
々
申
し
述
べ
る
で
し
ょ
う
が
、
実
現
性
が
あ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
参
上
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
か
え
っ
て
御
手
間
を
取
ら
せ
ま
す
の
で
、
使
僧
を
や

っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
松
岡
源
左
衛
門
の
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご

了
承
い
た
だ
い
て
か
た
じ
け
な
く
思
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
恕
益
に
申
し
含
ん
で
お
き
ま

す
。
恐
々
謹
言
。 

  

史
料
⑫
上
杉

う

え

す

ぎ

謙 け

ん

信 し

ん

（
輝 て

る

虎 と

ら

）
書
状

し
ょ
じ
ょ
う 

天
正
２
年
（
1574
）
８
月
７
日 

 

上
杉
謙
信
が
吉
江
（
中
条
）
景
泰
の
両
親
で
あ
る
吉
江
景
資
夫
婦
へ
宛
て
た
手
紙
。
天
正

２
年
７
月
、
謙
信
は
軍
を
率
い
て
加
賀
へ
侵
攻
し
た
。
こ
の
と
き
加
賀
の
一
向
宗
門
徒
・
若

林
雅
楽

う
た
の

助す
け

ら
の
立
て
籠
も
る
朝
日
山
城
（
石
川
県
金
沢
市
）
を
攻
め
た
が
、
堅
固
な
要
害
で

城
兵
が
よ
く
守
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
攻
め
あ
ぐ
ね
た
。
こ
の
と
き
初
陣
で
弱
冠
18
才
の
景
泰

は
、
謙
信
の
制
止
を
聞
か
ず
敵
の
鉄
砲
の
面
前
に

飛
び
出
し
た
た
め
、
謙
信
は
こ
れ
を
引
き
戻
し
、

「
い
ま
に
お
し
こ
め
」
た
の
で
、
心
配
し
な
い
よ

う
に
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
合
戦
は
激
し

く
、
景
泰
を
負
傷
さ
せ
て
は
両
親
に
す
ま
な
い
と

思
い
、
参
戦
さ
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

理
解
し
て
ほ
し
い
と
続
け
て
い
る
。
猛
将
と
し
て

名
高
い
謙
信
の
意
外
な
一
面
が
窺
え
る
と
同
時
に
、

鉄
砲
で
武
装
し
た
加
賀
一
向
宗
の
強
さ
も
伝
え
て

い
る
。 
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《
翻 

刻
》 

へ
つ
し
て
を
も
つ
て
申
候
、
あ
さ
ひ
（
朝
日
）
と
り
つ
め
せ
め
候 

へ
は
、
い
つ
れ
も
と
も
候
な
か
ニ
、
れ
い
の
与
次
、
お
な
し
く 

き
四
郎
、
身
の
事
も
い
け
ん
申
候
へ
共
、
も
ち
い
す
、
ひ 

と
り
て
つ
は
う
（
鉄
砲
）
の
さ
き
へ
か
け
り
あ
る
き
候
、
身 

の
事
ハ
ふ
た
つ
し
や
（
不
達
者
）
ニ
候
間
、
こ
し
ま
（
小
嶋
）
を
た
の
ミ 

ひ
き
す
り
か
へ
し
、
い
ま
に
お
し
こ
め
候
、
さ
た 

め
て
あ
ん
す
へ
く
候
へ
共
、
身
の
見
あ
い
な
か
ら
、 

て
つ
は
う
の
さ
き
へ
こ
し
、
て
を
お
わ
せ
候
共
、 

う
ち
こ
ろ
さ
せ
候
と
も
、
さ
た
め
て
そ
の
と
き
ハ 

こ
の
入
道
を
な
ら
て
ハ
う
ら
ミ
ま
し
く
候
間
、
一 

た
ん
お
い
こ
め
候
事
ハ
、
く
る
し
か
ら
す
候
と 

お
も
ひ
、
そ
の
た
め
お
し
こ
め
き
め
申
候
、
よ
う 

よ
う
と
お
も
ふ
へ
く
候
、
か
き
さ
き
け
ん
三
（
柿
崎
源
三
）
も
も
を 

う
ら
お
も
て
へ
う
ち
ぬ
か
れ
、
や
や
ニ
よ
は
り
か
へ 

し
候
、
又
ち
う
け
ん
（
中
間
）
ま
こ
四
郎
も
、
て
つ
は
う
ニ
う
ち 

こ
ろ
さ
れ
候
、
い
つ
れ
も
か
く
し
候
間
、
こ
の
ほ
か
ハ
し 

ら
す
候
、
こ
の
こ
と
く
ニ
候
間
、
て
を
お
い
候
と
も
、
い
ま 

き
め
候
よ
り
ハ
ふ
う
ふ
の
も
の
と
も
う
ら
む
へ
く
候
間
、 

こ
の
た
ん
申
候
、
せ
い
し
を
申
候
へ
度
共
、
な
か
な
か 

身
の
い
け
ん
ニ
ハ
つ
か
す
候
間
、
き
や
う
こ
う
ハ 

お
り
へ
（
吉
江
織
部
）
そ
ば
ニ
く
よ
り
ほ
か
ニ
あ
る
ま
し
く
候
、 

か
へ
り
候
ハ
ハ
、
ふ
う
ふ
な
か
ら
ふ
ひ
ん
ニ
候
ハ
ハ
、
ま
つ
ま
つ 

あ
ふ
ま
し
く
候
、
あ
や
ま
ち
候
ハ
ハ
、
ほ
へ
ま
わ
り
候 

と
も
、
よ
う
ニ
た
つ
ま
し
く
候
、
こ
の
こ
と
は
か
り 

申
へ
き
た
め
、
ふ
う
ふ
か
た
へ
一
し
ゅ
ニ
申
候
、
め
て 

た
く
か
さ
ね
て
、
以
上 

 
 

（
天
正
二
年
）
八
月
七
日 

（
上
杉
）
謙
信
（
花
押
） 

 
 
 
 
 

よ
し
江
お
り
へ
（
吉
江
織
部
）
殿 

 
 
 
 
 

与
次
ろ
う
ほ
（
老
母
）
へ 

   

史
料
⑬
中
条
景

な

か

じ

ょ
う

か

げ

泰 や

す

書
状

し
ょ
じ
ょ
う 

天
正
７
年
（
1579
）
２
月
14
日 

 

上
杉
景
勝
か
ら
高
野
山
清
浄
心
院
宛
て
の
書
状
の
添
え
状
と
し
て
中
条
景
泰
が
認
め
た
書

状
。
謙
信
の
没
後
景
勝
が
名
跡
を
継
ぎ
、「
当
国
錯
乱

さ
く
ら
ん

之
儀
」（
謙
信
の
後
継
者
争
い
「
御
舘

お
た
て

の

乱
」）は
収
ま
り
、平
穏
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。景
泰
は
謙
信
に
目
を
か
け
ら
れ
、

吉
江
氏
か
ら
名
族
中
条
氏
に
養
子
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
書
状
か
ら
は
景
泰
が
景
勝
の
側
近

く
に
仕
え
て
お
り
、
二
代
に
わ
た
り
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
舘
の
乱
の
間
、

中
条
氏
の
本
拠
地
・
鳥と

つ

坂さ
か

城
は
上
杉
景
虎
方
に
奪
わ
れ
て
い
た
。
当
主
不
在
の
状
況
下
、
一

族
の
築
地
資

つ
い
じ
す
け

豊と
よ

が
城
奪
回
に
奔
走
し
、
こ
の
年
４
月
に
よ
う
や
く
奪
回
す
る
。
し
か
し
、
景

泰
は
中
条
の
地
へ
赴
く
こ
と
が
な
い
ま
ま
、越

中
国
魚
津
城
の
城
将
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
。 

 

《
翻 

刻
》 

貴
札
拝
披
、
殊
五
種 

御
意
恐
悦
之
至
存
候
、
仍 

如
尊
意
、
謙
信
遠
行
之
事
、 

無
是
非
次
第
候
、
依
之
、
当
代
へ 

御
状
被
指
越
、
即
及
披
露
祝 

着
被
申
趣
、
回
報
御
使
僧
へ 

申
渡
候
、
次
当
国
錯
乱
之
儀
、
差
事 

無
之
候
間
、
可
属
静
謐
候
、
可
御 

心
易
候
、
随
而
御
音
信
計
一
種 
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進
覧
之
候
、
猶
奉
期
再
音
之
時
候
、 

恐
々
謹
言
、 

 

（
天
正
七
年
）
二
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

（
中
条
）
景
泰 

 
 

清
浄
心
院 

 
 
 
 
 

参
尊
法 

 

史
料
⑭
魚
津
在

う

お

づ

ざ

い

城
じ
ょ
う

衆
し
ゅ
う

十
二
名

じ

ゅ

う

に

め

い

連
署

れ

ん

し

ょ

書
状

し
ょ
じ
ょ
う 

天
正
10
年
（
1582
）
4
月
23
日 

 

織
田
信
長
の
部
将
・
柴
田
勝
家
ら
に
攻
め
ら
れ
、
守
り
に
つ
い
て
い
た
越
中
国
・
魚
津
城

（
現
富
山
県
魚
津
市
）
の
武
将
た
ち
が
直
江
兼
続
に
宛
て
た
書
状
。
こ
の
時
期
、
上
杉
氏
は

謙
信
の
後
継
争
い
「
御
舘
の
乱
」
が
よ
う
や
く
終
結
し
て
後
継
者
・
景
勝
が
そ
の
地
歩
を
固

め
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
中
央
で
は
信
長
の
勢
力
が
伸
長
し
、
武
田
氏
が
滅
ぼ
さ

れ
る
と
、
そ
の
矛
先
は
上
杉
氏
へ
向
い
た
。
３
月
中
旬
、
織
田
軍
が
魚
津
城
を
と
り
囲
み
、

攻
囲
戦
は
以
後
二
月
半
に
も
渡
っ
て
続
い
た
。
４
月
23
日
付
の
こ
の
書
状
で
、
中
条
景
泰
ら

の
武
将
た
ち
は
滅
亡
必
至
を
伝
え
、
景
勝
に
披
露
し
て
ほ
し
い
旨
を
兼
続
へ
依
頼
し
て
い
る
。

結
局
６
月
３
日
に
至
り
、
城
は
陥
落
し
武
将
た
ち
は
全
員
自
害
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
日

の
６
月
２
日
に
本
能
寺
の
変
が
起
き
た
た
め
、
侵
攻
軍
は
引
き
揚
げ
て
い
き
、
上
杉
氏
は
滅

亡
の
危
機
か
ら
辛
く
も
逃
れ
た
。 

   

《
翻 

刻
》 

当
月
五
日
・
同
十
一
日
之
御
書
御
両
通
、 

昨
夜
戊
刻
自
松
倉
到
来
、
謹
而 

奉
拝
見
候
、
仍
当
地
之
儀
、
最
前
如
申 

上
候
、
壁
き
わ
迄
取
詰
、
夜
昼
雖 

四
十
日
雖
相
責
申
候
、
至
今
日
迄
相 

抱
申
候
、
此
上
之
儀
者
、
各
滅
亡
与
存 

定
申
候
、
此
由
可
然
様
御
披
露
奉 

頼
候
、
恐
惶
謹
言 

 
 
 
 

中
條
越
前
守         

 
 
 
 
 
 
 

景
泰
（
花
押
） 

 
 
 
 

竹
俣
三
河
守         

 
 
 
 
 
 
 

慶
綱
（
花
押
） 

 
 
 
 

吉
江
喜
四
郎         

 
 
 
 
 
 
 

信
景
（
花
押
） 

 
 
 
 

寺
嶋
六
三 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

長
資
（
花
押
） 

 
 
 
 

蓼
沼
掃
部
助 

卯
月
廿
三
日 

 

泰
重
（
花
押
） 

 
 
 
 

藤
丸
新
介 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

勝
俊
（
花
押
） 

 
 
 
 

亀
田
小
三
郎 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

長
乗
（
花
押
） 

 
 
 
 

若
林
九
郎
左
衛
門
尉 

 
 
 
 
 
 
 
 

家
吉
（
花
押
） 

 
 
 
 

石
口
采
女
正 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

広
宗
（
花
押
） 

 
 
 
 

安
部
右
衛
門
尉 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

政
吉
（
花
押
） 

 
 
 
 

吉
江
常
陸
入
道 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

宗
誾
（
花
押
） 

 
 
 
 

山
本
寺
松
三 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

景
長
（
花
押
） 

直
江
与
六
殿 

- 15 -



史
料
⑮
上
杉

う

え

す

ぎ

景
勝

か

げ

か

つ

朱
印
状

し

ゅ
い
ん

じ

ょ
う 

天
正
10
年
（
1582
）
12
月
2
日 

 

魚
津
城
攻
防
戦
に
お
い
て
、
若
干
25
歳
で
戦
死
し
た
中
条
景
泰
の
遺
児
・
一い

っ

黒こ
く

が
旧
来
の

所
領
と
新
恩
地
を
支
配
す
る
こ
と
を
許
し
た
文
書
。
新
恩
地
に
つ
い
て
は
安
堵
状
が
現
存
し

な
い
が
、
景
泰
と
共
に
戦
死
し
た
祖
父
の
吉
江
宗
誾

そ
う
ぎ
ん

が
、
戦
前
に
神
保

じ
ん
ぼ

長
住

な
が
す
み

の
旧
領
半
分
を

景
泰
へ
譲
る
旨
を
約
束
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
黒
は
、
後

に
与
次
三み

つ

盛も
り

と
名
乗
り
、
上
杉
氏
の
会
津
移
封
後
は
鮎
貝

あ
ゆ
か
い

城
（
現
白
鷹
町
）
に
封
ぜ
ら
た
。

関
ヶ
原
の
役
の
出
羽
に
お
け
る
戦
い
（
慶
長
出
羽
合
戦
）
で
は
、
栃
窪

と
ち
く
ぼ

口
方
面
の
与
力
と
し

て
八
ツ
沼
城
（
現
朝
日
町
）
攻
略
に
功
績
を

上
げ
た
。
し
か
し
、
関
ヶ
原
か
ら
の
敗
報
に

よ
り
退
却
と
決
し
、
退
却
戦
で
負
っ
た
傷
が

元
で
死
去
し
た
。 

 

《
翻 

刻
》 

知
行
之
事
、 

本
領
・
新
地
共
ニ
、 

如
亡
父
越
前
守
代
、 

不
可
有
相
違
、 

者
也
、
仍
如
件 

 

天
正
十
年 

 
 
 

十
二
月
二
月 

 

景
勝
（
朱
印
） 

 
 
 
 
 

中
条
一
黒
殿 

中
条
氏
の
歴
史
④ 

山
形
県
内
に
残
る
中
条
氏
の
史
跡 

 

中
条
氏
は
慶
長
3
年
（
1598
）、
主
家
・
上
杉
氏
の
会
津
移
封
に
伴
っ
て
、
中
条
の
地
を
離

れ
、
出
羽
へ
移
り
ま
す
。
当
主
三
盛
は
鮎
貝
城
主
（
現
白
鷹
町
鮎
貝
）
に
封
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

慶
長
５
年
（
1600
）、
上
杉
景
勝
の
上
洛
問
題
を
契
機
と
し
て
、
徳
川
家
康
と
反
徳
川
大
名
と
の

間
に
緊
張
が
高
ま
り
、
関
ヶ
原
の
役
が
勃
発
し
ま
す
。
徳
川
勢
ら
東
軍
主
力
は
小
山
で
西
へ

反
転
し
ま
す
が
、
景
勝
は
東
軍
側
へ
就
い
た
最
上
義
光

よ
し
あ
き

が
酒
田
へ
の
侵
攻
を
準
備
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
最
上
領
へ
の
出
兵
を
命
じ
ま
し
た
。 

 

中
条
三
盛
は
各
部
隊
が
中
山
口
・
小
滝
口
・
大
瀬
口
な
ど
の
諸
方
面
に
分
か
れ
て
進
軍
す

る
中
で
、
栃
窪

と
ち
く
ぼ

口
方
面
の
与
力
と
し
て
陣
割
さ
れ
、
出
陣
し
ま
す
。
最
上
氏
と
の
戦
争
（
慶

長
出
羽
合
戦
）
に
つ
い
て
は
、
信
頼
で
き
る
史
料
が
残
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
栃
窪

口
の
部
隊
は
最
上
川
西
岸
に
沿
っ
て
進
軍
し
、
望
月

も
ち
づ
き

隼
人

は
や
と

正
の
し
ょ
う

の
守
る
八
ツ
沼
城
（
朝
日
町
）

を
激
戦
の
末
陥
落
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
上
杉
氏
の
各
部
隊
は
順
調
に
進
軍
し
ま
し
た
が
、
関
ヶ
原
よ
り
敗
報
が
も
た
ら

さ
れ
、
一
転
退
却
と
決
し
ま
す
。
三
盛
は
退
却
戦
の
さ
な
か
に
負
っ
た
傷
が
元
で
亡
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

関
ヶ
原
の
役
後
、
上
杉
氏
は
米
沢
30
万
石
に
減
封
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
力
外
様
大
名
と
し

て
存
続
し
ま
す
。
中
条
氏
は
米
沢
藩
上
杉
家
の
家
老
と
し
て
代
を
重
ね
、
明
治
維
新
を
迎
え

ま
し
た
。 

 
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
鮎
貝
・
八
ツ
沼
の
両
城
は
、
一
国
一
城
令
で
廃
城
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
も
当
時
の
遺
構
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。 
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現在の鮎貝城（白鷹町鮎貝） 

  
二の丸を囲む水堀               二の丸土塁上から大手門方面を見たところ 

  
八幡神社階段横から切岸を見たところ      東口の虎口 
 
現在の八ツ沼城（朝日町大字三中字八ツ沼） 

  
八ツ沼城全景                 旗立森（城最上部） 

  
下の曲輪から見た本丸跡            空堀(春日沼側の入り口) 
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